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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 48,528 31.5 3,870 ― 3,643 ― 2,569 ―

22年3月期第2四半期 36,915 △39.1 △295 ― △529 ― △688 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 48.42 ―

22年3月期第2四半期 △12.98 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 60,595 14,388 19.2 218.86
22年3月期 59,116 11,516 15.6 173.94

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  11,612百万円 22年3月期  9,229百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

23年3月期 ― 0.00

23年3月期 
（予想）

― 0.00 0.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 92,000 8.6 5,600 112.4 5,100 122.3 3,400 188.1 64.08



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．平成23年3月期の業績予想の詳細は、平成22年11月2日に公表いたしました「平成23年3月期 第2四半期累計期間における業績予想値と決算値との差
異及び通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。 
２．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.2「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 53,171,286株 22年3月期  53,171,286株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  112,095株 22年3月期  110,212株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 53,059,800株 22年3月期2Q 53,066,574株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、各種政策効果を背景に回復に向けての動きが見られました

が、円高の進行、米国・欧州の景気下振れ懸念など、不透明な状況が続いております。 

 当社グループが関連する自動車業界におきましては、国内の新車販売台数は、エコカー補助金や減税等の購入支

援効果により前年同期に比べ増加しました。また、輸出を含めた国内の総生産台数につきましても、前年同期に比

べ増加しました。一方、海外の新車販売台数につきましては、欧州を除く米国・中国・インド等で前年同期に比べ

増加し、総じて回復してまいりました。 

 このような経営環境下で当社グループの当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は485億２千８百万円（前

年同期比31.5％増）となりました。 

 損益につきましては、増収効果に加えて、徹底的な合理化活動を実施したこと等により、営業利益は38億７千万

円（前年同期は２億９千５百万円の営業損失）となりました。経常利益は、支払利息及び為替差損が発生したもの

の、営業利益段階での増加に加え、持分法による投資利益等もあり、36億４千３百万円（前年同期は５億２千９百

万円の経常損失）となり、四半期純利益は25億６千９百万円（前年同期は６億８千８百万円の四半期純損失）と当

第２四半期連結累計期間におきましては、各利益とも前年同期と比べ大幅な増益となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 資産につきましては、前連結会計年度末に比べて14億７千８百万円（2.5％）増加し、605億９千５百万円となり

ました。これは、主に受取手形及び売掛金28億７千９百万円の増加や、機械装置及び運搬具15億７千７百万円の減

少等によるものであります。  

 負債につきましては、前連結会計年度末に比べて13億９千２百万円（2.9％）減少し、462億７百万円となりまし

た。これは、主に短期借入金が15億７百万円減少したことによるものであります。  

 純資産につきましては、前連結会計年度末に比べて28億７千１百万円（24.9％）増加し、143億８千８百万円と

なりました。これは、主に利益剰余金が26億３千８百万円、少数株主持分４億８千８百万円増加したこと等による

ものであります。 

  

  （３）連結業績予想に関する定性的情報 

 第２四半期連結累計期間における業績の進捗を勘案し、平成22年8月3日公表「平成23年３月期 第１四半期決算

短信」記載の業績予想から本日別途公表いたしました「平成23年３月期第２四半期累計期間における業績予想値と

実績値との差異及び通期業績予想の修正に関するお知らせ」のとおり修正いたしますので、ご参照下さい。  

  

 （１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。   

  

 （２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①棚卸資産の評価方法 

 棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積もり、簿価切

下げを行う方法によっております。 

②固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっ

ております。  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

２．その他の情報



③繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等に著しい変化がなく、かつ、

一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度決算において使用した将来の業

績予想やタックス・プランニングを利用する方法によっており、前連結会計年度末以降に経営環境等に著しい変化

があるか、または、一時差異等の発生状況に著しい変化が認められた場合には、前連結会計年度決算において使用

した将来の業績予想やタックス・プランニングに当該著しい変化の影響を加味したものを利用する方法によってお

ります。     

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①会計処理の変更 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日） 及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しておりますが、これに係る債務計上すべき該当事項はありません。 

    

      第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公表   

   分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10日）を

   適用し、連結決算上必要な修正を行っております。なお、この変更に伴う損益に与える影響はありません。 

  

②表示方法の変更 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づき財務諸表等規則等の一部

を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に伴い、当第２四半期連結累計期間では、「少

数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。 

  



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,979 8,996

受取手形及び売掛金 20,790 17,911

有価証券 194 342

商品及び製品 1,185 1,394

仕掛品 1,561 1,760

原材料及び貯蔵品 2,219 2,343

前渡金 217 234

繰延税金資産 46 48

その他 686 724

貸倒引当金 △137 △192

流動資産合計 35,744 33,563

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,475 6,920

機械装置及び運搬具（純額） 8,451 10,029

土地 5,240 3,892

建設仮勘定 558 478

その他（純額） 1,106 1,320

有形固定資産合計 21,831 22,641

無形固定資産   

のれん 17 20

その他 1,189 1,157

無形固定資産合計 1,207 1,178

投資その他の資産   

投資有価証券 1,376 1,250

長期貸付金 27 31

繰延税金資産 60 59

その他 347 390

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 1,811 1,732

固定資産合計 24,850 25,553

資産合計 60,595 59,116



（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 14,211 14,005

短期借入金 11,022 12,529

未払法人税等 364 200

製品保証引当金 643 542

未払費用 3,581 2,990

その他 1,901 2,138

流動負債合計 31,724 32,406

固定負債   

長期借入金 12,114 12,563

繰延税金負債 329 286

退職給付引当金 993 950

役員退職慰労引当金 125 142

損害賠償損失引当金 216 265

環境対策引当金 57 －

その他 645 986

固定負債合計 14,482 15,193

負債合計 46,207 47,600

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,985 5,985

資本剰余金 4,791 4,791

利益剰余金 1,082 △1,556

自己株式 △32 △32

株主資本合計 11,827 9,188

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △0 △0

為替換算調整勘定 △214 40

評価・換算差額等合計 △214 40

少数株主持分 2,775 2,287

純資産合計 14,388 11,516

負債純資産合計 60,595 59,116



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 36,915 48,528

売上原価 32,997 39,948

売上総利益 3,918 8,579

販売費及び一般管理費   

荷造運搬費 708 800

給料及び賃金 1,698 1,852

退職給付費用 122 128

減価償却費 153 121

研究開発費 536 474

その他 995 1,330

販売費及び一般管理費合計 4,213 4,708

営業利益又は営業損失（△） △295 3,870

営業外収益   

受取利息 30 17

受取配当金 0 0

持分法による投資利益 69 135

その他 173 170

営業外収益合計 273 323

営業外費用   

支払利息 331 218

為替差損 101 246

その他 75 86

営業外費用合計 507 551

経常利益又は経常損失（△） △529 3,643

特別利益   

固定資産売却益 4 －

特別利益合計 4 －

特別損失   

固定資産除却損 25 8

前期損益修正損 13 －

環境対策引当金繰入額 － 47

その他 12 －

特別損失合計 51 55

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△576 3,587

法人税、住民税及び事業税 25 346

法人税等還付税額 △26 －

法人税等調整額 △49 48

法人税等合計 △49 394

少数株主損益調整前四半期純利益 － 3,193

少数株主利益 162 624

四半期純利益又は四半期純損失（△） △688 2,569



該当事項はありません。 

  

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報

 〔事業の種類別セグメント情報〕 

 前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日）                

  自動車部品事業 

非自動車

部品事業 
計 

消去又は

全社 
連結 

  
ステアリ

ング部品

事業 

シート部

品事業 
シフター

部品事業

機関駆動

部品事業

大型車部

品事業 

その他自

動車部品

事業 
小計

売上高 

(1）外部顧客に対 

  する売上高   

 (百万円) 

18,104  12,318 2,836 2,436  339 330 36,364  551  36,915 －  36,915

(2）セグメント  

 間の内部売上  

 高又は振替高 
  －  －  －  －  －  － － －  －  － －

  （百万円） 

計（百万円） 18,104  12,318 2,836 2,436 339 330 36,364  551    36,915 － 36,915

 営業利益又は 

 営業損失（△） △110    △322 201 110 △50  △19 △191    △103  △295  －  △295

  （百万円） 

                        

 （注）１．事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。   

   ２．各区分の主な製品 

   （1）自動車部品事業 

    1）ステアリング部品事業 ステアリングコラム、インタミディエイトシャフト 

    2）シート部品事業    リクライナー、ハイトアジャスター、シートスライド  

    3）シフター部品事業   オートマチックトランスミッションシフター、マニュアルトランスミッシ  

                 ョンシフター  

    4）機関駆動部品事業   プーリー、ドライブプレート  

    5）大型車部品事業    トラック用ロッカーバルブ、トラック用Ｕボルト  

    6）その他自動車部品事業 アクセルペダル  

   （2）非自動車部品事業   半導体自動試験装置、熱抵抗測定装置 

   ３．会計処理の方法の変更  

    前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日）  

     該当事項はありません。   

   ４．追加情報 

    前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日）  

     該当事項はありません。   

  



〔所在地別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

  日本 北米 ヨーロッパ その他の地域 計 消去又は全社 連結 

売上高       

（1）外部顧客に対する  

 売上高（百万円） 
 22,110  3,479  8,017  3,308  36,915 －  36,915

（2）セグメント間の内 

  部売上高又は振替高  

（百万円） 

 2,049  8  0  109  2,167  △2,167 －

計（百万円）  24,160  3,487  8,017  3,418  39,083  △2,167  36,915

  

 営業利益又は営業損失 

（△）（百万円） 

 △361  △380  60  356  △326  30  △295

                

（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

   ２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

    (1)北米………………米国 

    (2)ヨーロッパ………フランス、スウェーデン、チェコ 

    (3)その他の地域……中国、インドネシア、タイ 

   ３．会計処理の方法の変更 

     前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

     該当事項はありません。 

   ４．追加情報 

     前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

     該当事項はありません。 

                

〔海外売上高〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日）  

  

  
北米 ヨーロッパ その他の地域 計 

Ⅰ．海外売上高（百万円）   3,531     7,896     3,703     15,130 

Ⅱ．連結売上高（百万円）      36,915 

Ⅲ．連結売上高に占める海外 

  売上高の割合（％） 
 9.6     21.4     10.0  41.0

          

（注）１．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

   ２．国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域   

   （1）国又は地域の区分の方法は、地理的近接度によっております。 

   （2）各区分に属する主な国又は地域 

    (イ)北米………………米国、カナダ 

    (ロ)ヨーロッパ………フランス、スウェーデン、ドイツ 

    (ハ)その他の地域……中国、インドネシア、タイ   



  （追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。 

  

１.報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社は、ステアリングコラム事業及びシート事業並びにパワートレイン事業の３事業本部により構成されている

ことから、各事業本部を報告セグメントとしております。 

  

 各報告セグメントに属する製品 

  

２.報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報  

 当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日）  

                                        （単位:百万円）  

（注）報告セグメントの利益の金額の合計額は四半期連結損益計算書計上額（営業利益）と一致しております。 

  

３.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

  該当事項はありません。 

  

  

  

該当事項はありません。  

   

本部 製品 

 ステアリングコラム事業  ステアリングコラム、インタミディエイトシャフト 

 シート事業  リクライナー、ハイトアジャスター、シートスライド 

 パワートレイン事業 

 オートマチックトランスミッションシフター、マニュアルトランスミッ 

 ションシフター  

 プーリー、ドライブプレート、トラック用ロッカーバルブ、トラック用 

 Ｕボルト、アクセルペダル、半導体自動試験装置、熱抵抗測定装置 

  

 報告セグメント 
合計 

  

調整額 

  

四半期連結損益

計算書計上額 

 (注） 
ステアリング 

コラム事業 
シート事業 

パワートレイン

事業 

 売上高                      

 外部顧客への売上高  22,146  18,735 7,645 48,528 － 48,528

 セグメント間の内部 

 売上高又は振替高 
－ － － － － － 

計   22,146 18,735 7,645 48,528 － 48,528

 セグメント利益  1,953    1,264 653 3,870 － 3,870

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記



  

４．補足情報

（１）所在地別セグメント情報 

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

                                               （単位:百万円）

  日本 北米 ヨーロッパ 中国  その他の地域 計 消去又は全社 連結 

売上高       

（1）外部顧客に対 

   する売上高 
 29,610  5,591  8,122  3,597  1,606  48,528 －  48,528

（2）セグメント間 

   の内部売上高 

   又は振替高 

 2,193  12  －  －  131  2,339  △2,339     －

計  31,804  5,604  8,122  3,597  1,738  50,867  △2,339  48,528

営業利益  1,646  314  938  731 217  3,848  22  3,870

                  

（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

   ２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

     (1)北米……………米国 

     (2)ヨーロッパ……フランス、スウェーデン、チェコ 

     (3)中国……………中国 

     (4)その他の地域…インドネシア、タイ  
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